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論文内容要旨
研究目的
 本研究の目的は有歯群に対する無歯群の曝露による影響をケース・コントロール研究により明
 らかにすることである。その際,以下の仮説を検証するものである。
 1.ハンセン病では歯科疾患(無歯顎)が多い。
 2.無歯顎の危険因子はハンセン病患者とそれ以外の者とで異なっている。
研究方法
 対象は,宮城県北部に位置するハンセン病施設である国立療養所東北新生園(以下新生園と略
 す)入所者である。彼らに対し,面接による聞き取り調査及び口腔内診査を実施した。
 平成7年7月現在の新生園入所者は278名であった。このうち69名は痴呆症や重症患者等の
 ために対象から除外し,残る209名(男性117名,女性92名)に対して本人の同意を得たうえ
 で聞き取り調査と口腔内診査を行った。
 聞き取り調査における質問項目は,性,年齢,既往歴,婚姻状況,ハンセン病型,奇型度,身
 体障害状況(顔面神経麻痺),口腔衛生習慣(歯磨きの有無,歯磨き回数等),口腔愁訴状況(口
 臭の有無,口腔乾燥感の有無等),食生活や生活の質(食事の速さ,趣味の有無等),日常生活活
 動(ActivityofDaiiyLiving;ADL),喫煙,飲酒など約60項目であった。
 口腔内診査では上下顎それぞれについて,う触,現存の歯数,欠損歯の状況,補綴状況(有床
 義歯の有無等)等について診査した。
 調査期間は,平成7年7月から平成8年1月であった。面接による聞き取り調査及び口腔内診
 査はすべて同一歯科医師(0.T)によって行われた。
 口腔内診査の結果より有歯群(1本以上歯牙を有する)と無歯群(全く歯牙を有していない)
 とに分類した。年齢による影響を調整したロジステック回帰分析により,上記の疾患重症度や生
 活習慣について有歯群と無歯群との間で比較を行った。ここで有意であった項目について多変量
 モデルによるロジステック回帰分析を行った。統計分析においては,p<0.05を有意水準とした。
研究結果
 分析対象者は209名(男性117名,女性92名)で男性56%,女性44%であった。平均年齢は
 男性7LO(標準偏差=8.42,47～92)歳,女性69.6(標準偏差=8.00,44～88)歳であった。ハ
 ンセン病型分類はL型は男性58.3%で女性4L7%,丁型は男性45、1%で女性54.9%,B群は男
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 性85.7%で女性14.3%であった。
 有歯者は男性84名〔53.2%),女性74名(46.8%)であり,有歯者における平均現在歯数は
 男性i4.8±8.5本,女性14.1±8.2本であった。有歯者の頻度は年齢とともに低下し,同じ年齢
 階級では女性より男性が低かった。無歯顎者の頻度がハンセン病患者と日本人全体とで差がある
 かどうか検討するために標準化無歯顎比を算出したところ男性は130.6で,女性で70.1であっ
 た。すなわち,本研究対象者は日本人全体と比べて男性では無歯顎者が多く,女性では少ないと
 いう結果であった。このことから,解析は男性と女性に分けて行った。無歯顎者の危険因子に関
 する年齢を補正した解析の結果,男性で有意な差を認めたのは,配偶者なし(OR=3.90),片側
 で咬む(OR=0.27),歯・義歯にものが挟まる(OR=0.33)1歯磨剤を使用しない(OR=4.89),
 歯科受診間隔5年以上(OR=10.48),歯磨きを時々・しない(OR=2L47),歯ブラシ交換1年
 以上1回(OR=38.06),生活に張りがない(OR=3.56),趣味がない(OR=3.43)であった。
 女性では有意な差を認めたのは病室・不自由者棟への入居(OR=3.69),手の奇型(OR=4.74),
 足の奇型(OR=4.20),歯磨剤を使用しない(OR-3.61),歯科受診間隔5年以上(OR=6.57),
 歯ブラシ交換2～3月1回(OR=9,12),半年1回(OR=12.40),1年以上1回(OR=414.16),
 寝付きが悪い(OR=3.27),服薬に要介助(OR=3.61)であった。また過去の研究でリスク上
 昇が報告されている飲酒,喫煙についても有意ではないが,約2倍のリスク上昇を認めた。
 無歯顎との間に有意な関連を認めた項目には男女差が見られた。男性は1人暮らしで日常生活
 において生きがいを失っている者,精神的な不安のある者に無歯顎のリスクが上昇に関係してい
 た。一方,女性では手や足に奇型のある者,病室・不自由者棟生活者,寝付きの悪い者,服薬に
 介助を要する者で無歯顎のリスクが上昇していた。
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 審査結果の要旨
 本論文は,ハンセン病の有歯群に対する無歯群の各種要因の暴露による影響をケース・コント
 ロール研究により明らかにすることである。
 方法は以下のとおりである。
 対象は,宮城県北部に位置するハンセン病施設である国立療養所東北新生園(以下新生園と略
 す)入所者で,面接による聞取り調査および口腔内診査を実施した。
 平成7年7月現在の新生園入所者278名のうち痴呆症や重症患者等の69名を除外し,残る
 209名(男性117名,女性92名)に対して,本人の同意を得た上で聞き取り調査と口腔内診査
 を行った。
 質問項目は,性,年齢,既往歴,婚姻状況,ハンセン病型,奇型度,身体障害状況(顔面神経
 麻痺),口腔衛生習慣,口腔愁訴状況,食生活や生活の質(食事の速さ,趣味の有無等),日常生
 活活動(ADL),喫煙,飲酒など60項目であった。
 口腔内診査では上下顎それぞれについて,う触,現存の歯数,欠損歯の状況,捕綴状況(有床
 義歯の有無等)等について診査した。
 調査期間は,平成7年7月から平成8年1月で,面接による聞き取り調査及び口腔内診査はす
 べて歯科医師である論文提出者によって行われた。
 口腔内診査の結果より有歯群(1本以上歯牙を有する)と無歯群(全く歯牙を有していない)
 とに分類し,上記の疾患重症度や生活習慣について両群間で比較を行った。
 結果は,有歯者の頻度は年齢とともに低下し,同じ年齢階級では女性より男性が低かった。無
 歯顎者の危険因子に関する年齢を補正した解析の結果,男性で有意な差を認めたのは,配偶者な
 し(オッズ比,OR=3.90),片側で咬む(OR=0.27),歯・義歯にものが挟まる(OR=0.33),
 歯磨剤を使用しない(OR=4.89),歯科受診間隔5年以上(OR=10.48),歯磨きを時々・しな
 い(ORニ2L47),歯ブラシ交換1年以上1回(OR属38.06),生活に張りがない(OR=3.56),
 趣味がない(OR=3.43)であった。女性で有意な差を認めたのは,病室・不自由者棟への入居
 (OR=3.69),手の奇型(OR=4.74),足の奇型(OR=4.20),歯磨剤を使用しない(OR=3、61),
 歯科受診間隔5年以上(OR=6.57),歯ブラシ交換2～3月1回(OR=9.12),半年1回(OR=
 12.40),1年以上1回(OR=414.16),寝つきが悪い(OR=3.27),服薬に要介助(OR=3.61)
 であった。飲酒,喫煙についても有意ではないが,約2倍のリスク上昇を認めた。
 無歯顎との間に有意な関連を認めた項目には男女差が見られた。男性は一人暮らしで日常生活
 において生きがいを失っている者,精神的な不安のある者に無歯群のリスクが上昇に関係してい
 た。一方,女性では手や足に奇型のある者,病室・不自由者棟生活者,寝つきの悪い者,服薬に
 介助を要する者で無歯顎のリスクが上昇していた。
 これらは,今まで検討されたことのない全く新しい知見である。よって,本論文は学位授与に
 値するものと判定される。
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